
 
  



 

～講評～ 

Ⅰ- A 半導体中の電荷の運動について考える問題。 

Ⅰ- B ホール効果に関する問題。誘導に従って解答していく。 

Ⅱ- A 円形波の干渉の標準的な問題。 

Ⅱ- B ドップラー効果の問題。水面と波源が相対的に運動するので、混乱しないように自分で座標系を決めて対処

する。 

 

前年度入試と問題数はほぼ変わらず。今回は例年出題されていたグラフを描く問題はなくなり、作業量は減った

が、難易度はやや難化という印象。また出題形式にも少し変化があり、大問は２つ用意され、その中で合計 4 つの

テーマが出題されている。 

問題文が長かったので、読む量に圧倒されないよう、必要な情報を探しながら解答していく。6 割弱の得点を目指

したい。 

 


